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（１）音楽の大切さ 
なぜ、音楽の学習をするのか。 

生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質や能力を育て、さらには生涯にわたり音

楽文化に親しみ、心豊かな生活を営むことのできる人を目指すのが音楽の学習です。 

 

〈音楽で目指す資質・能力の３つの柱〉 

① 知識及び技能：曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解し、音楽表現を楽しむ

ために必要な技能（歌唱・器楽・音楽づくり）を身に付ける。 

② 思考力・判断力・表現力：音楽表現に対する思いや意図をもち、よさを見いだして音

楽を味わって聴く。 

③ 学びに向かう力、人間性等：主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさ

を味わいながら、様々な音楽に親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤

いのあるものにしようとする態度を養う。 
 

（２）音楽の学習方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽 

家庭学習では・・・ 
○おうちの方と一緒に音楽を楽しみましょう。 
 音楽が好きというおうちの方の子供は、だいたい音楽が好きになります。お子さんと
一緒に歌ったり演奏したりすること、コンサートに足を運ぶこと等もよい経験となり
ます。 
どうぞいろいろな方法で音楽を楽しんでみてください。 

授業では・・・ 
音楽的な見方・考え方を働かせて、表現（歌唱・器楽）・鑑賞・音楽づくりの各分野に

関連性をもたせながら、学習に取り組んでいきます。それらの活動に必要な基礎的な技

能や音楽に対する感性は、主体的・対話的で深い学びの中で行う常時活動や友達と協働

して行う活動を通して高めていきます。 

 

＊教育環境として大切にしていること＊ 

①お互いの声、音、音楽をよく聴き合うために、よい耳を育てる静かな「間」を意識す

る。 

②音楽の要素（リズム・拍・音程）や形式、曲想等を理解する上では、楽曲の中で拍に

合わせて身体を動かし歌う等、音楽的な感覚を働かせることを通して知的な理解へと

つなげる。 

③友達と関わり合い、心・声・音を合わせ、互いに協働した活動の場面の設定を行う。 


